
「安全対策連絡協議会」の
見直しについて

平成２７年９月１２日

在ケニア日本大使館

領事・警備班



「安全対策連絡協議会」見直しの背景

◎ 必要性

・ ケニアの治安情勢、テロ情勢の劣悪化

・ 在留邦人へのきめ細やかな安全対策の実施

・ 官民相互の連携

・ 各団体相互の情報及び意見交換の機会

↓

○安全対策連絡協議会（毎月１回実施：代表者出席）

○安全対策連絡会（四半期１回実施：在留邦人出席）



安全対策連絡協議会

１．目的

・ 海外で活動する企業・団体との間で邦人の安全に
関する意見・情報交換、協議・検討を行い、邦人の活
動にとってより安全な環境整備を図り、官民間の緊密
な協力を行うことを目的とする。

２．役割

・ 在ケニア大使館において、邦人の安全に関わる情
報収集及び分析を行う。

・ 官民が共同で「安全対策連絡協議会」を設置し、安
全対策に関する意見及び情報交換を行う。

・ 必要に応じて、現地政府に対して、在留邦人等の
安全確保に関して、諸措置が講じられるよう要請する。



３．活動

・ 治安情報の相互提供及び意見交換

・ 在留邦人名簿、緊急連絡網等の整備

・ 各種マニュアルの整備

・ 緊急事態対応体制の整備

（緊急邦人通信連絡網、緊急備蓄、緊急時の
行動計画等）

安全対策連絡協議会



４．体制（案）

（民） （官）
領事･邦人安全対策総括官
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小池領事

警備対策官

橋本書記官

警備対策官

兼田書記官

経済協力班総政務班

安全対策連絡協議会議長

日本人会
日本人

学校
旅行団体 ＪＩＣＡ 東洋建設

ＮＧＯ，
国連邦人
関係者

長崎大学

幹事・書記

※ 在留邦人緊急連絡網を基準に編成



５．日程（案）

年 ２０１５年 ２０１６年

月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

安
全
対
策
連
絡
協
議
会

区
分

連絡会 協議会 協議会 連絡会 協議会 協議会 連絡会

項目

●協議会設置に向
けた説明

・渡航情報等名称
変更の説明
・治安情勢
・テロ情勢
・その他

●協議会設置のた
めの準備

・今後の協議会の
在り方を検討
・運営要領の検討
・意見交換

●協議会の実質
スタート

・治安情報の相互
提供及び意見交
換
・緊急事態対応体
制の整備に関す
る意見交換

・治安情勢
・テロ情勢
・その他

・治安情報
の相互提
供及び意
見交換

・その他要
調整

・治安情
報の相互
提供及び
意見交換

・その他
要調整

・治安情勢
・テロ情勢
・その他

時期 9月12日 要調整 要調整 要調整 要調整 要調整 ３月末

場所 多目的ホール 要調整 要調整 多目的ホール 要調整 要調整 多目的ホール

対象 在留邦人等 安対協代表者 安対協代表者 在留邦人等 安対協代表者 安対協代表
者

在留邦人等


